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　やがて，1952年に Delay と Deniker によってクロル
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DISC 1（Disrupted in Schizophrenia １）という遺伝子
の存在を報告した．更に，2005年には Sachs ら10)によ










































DISC １ １ｑ42 ＋＋＋ ＋＋ ＋＋ Not known
DTNBP １（Dysbindin) ６ｑ22 ＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋ Yes，＋＋
Neuregulin １（NRG１) ８ｐ12ﾝ21 ＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋ Yes，＋
COMT 22ｑ11 ＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋＋ Yes，＋
Ｇ72 13ｑ32ﾝ34 ＋＋＋ ＋＋ ＋＋ Not known
DAAO 12ｑ24 ＋＋ ＋ ＋＋＋＋ Not known
RGS４ １ｑ21ﾝ22 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ Yes，＋＋
mGluR３（GRM３） ７ｑ21ﾝ22 ＋＋＋ ＋ ＋＋＋＋ No，＋＋
PPP 3 CC ８ｐ21 ＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋＋ Yes，＋
PRODH２ 22ｑ11 ＋ ＋＋＋＋ ＋＋ No，＋
Akt１ 14ｑ22ﾝ32 ＋ ＋ ＋＋ Yes，＋＋
SRR 17p13 ＋ ＋ ＋＋＋ Not known
略語：DISC １：Disrupted-in-schizophrenia １､ 　COMT：Cathechol-O-methyl transferase､ 　DAAO：D-amino acid oxidase､



























Numakawa らが統合失調症と DTNBP 1 との間の有
意な関連と dysbindin が Akt のリン酸化に関係する
ことを報告している15)．一方で，Kishimoto ら16)は，
日本人サンプルを用い，統合失調症の発症脆弱性モデ
ルにもよく用いられる覚せい剤精神病と DTNBT 1 と
のハプロタイプ解析が相関研究で有意であったことも























































る酵素の可能性があり，DAOA は DAO を通じてＤセ
リンを調節している可能性がある．Chumakov ら22)は















































実験で，ある mRNA に相補的な配列の長鎖の二本鎖 
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